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小学校の通級指導教室での演劇ワークショップにおいて
ファシリテーターが教師と児童の関係で 

配慮していることは何か？ 

吉田梨乃（東京学芸大学大学院） 

キーワード：演劇ワークショップ，通級指導 
 

問   題 
 近年では，外部講師による演劇ワークショップ

を通級の時間に行っている事例が報告されている。

これは発達障害のある児童・生徒の自立活動の指

導内容に「集団への参加」（手段の雰囲気にあわせたり，

その遊びのルールを理解したりすること）や「コミュニ

ケーション」（人とやり取りする楽しさを味わい，話す意

欲を育てること）などがあるためである（東京都教育

委員会，2011，p122-123）。 

 こうした自立活動を学ぶため，通級指導教室や

特別支援学級，また特別支援学級に通う児童・生

徒の多くが利用する療育センターでは，これまで

ソーシャルスキルトレーニングや感覚統合訓練，

作業療法士による指導が幅広く行われてきた。こ

うした流れのなかで，集団への参加やコミュニケ

ーションのポジティブな体験を学ぶ演劇ワークシ

ョップが注目され，さまざまな形で取り入れられ

るようになった。とりわけ，「開かれた学校」とい

う制度的な変化の中で地域の社会資源と協同して

演劇ワークショップを行う取り組みは今後も増加

すると考えられる（吉田，2015，p208）。 

 しかし，ソーシャルスキルトレーニングや感覚

統合訓練と比較して，演劇ワークショップによる

自立活動支援の検討はほとんど見られない。また，

通級指導教室での実施には，児童だけがワークシ

ョップに参加しているのではなく，児童と担当教

員が積極的にかかわりながら，そろってワークシ

ョップに参加しているという特徴的な構造がある。 

 そこで本研究では，通級での演劇ワークショッ

プにおいてファシリテーターが通級指導教室の児

童とその担当教諭の関係に配慮したことは何かを，

ファシリテーターへのインタビューによって明ら

かにしたい。 

方   法 
 通級指導教室での演劇ワークショップで配慮し

たことを明らかにするために，ファシリテーター

へのインタビューを行った。 

（１）対象者：世田谷区立の小学校にある通級の

Ｍ学級で行われた演劇ワークショップでファシリ

テーターを務めた１名と劇場担当者１名の計２名

であった。 

（２）日時・場所：インタビューは2016年１月14

日，世田谷パブリックシアター劇場内の会議室で

行われた。いずれもインタビュー時間は40分程度

であった。 

（３）質問項目： 

質問項目① 一般的な通級指導教室での演劇ワー

クショップの配慮について質問を行った。 

質問項目② 今回の演劇ワークショップに参加し

た児童一人ひとりに焦点をあて，「児童とその担当

教員の関係に対して配慮したことは何か」を尋ね

た。 

 その他，インタビューの際に演劇ワークショッ

プを想起しやすいよう，ワークショップおよびワ

ークショップに関する打ち合わせやふりかえりの

フィールドノーツを参照した。 

結   果 
 質問項目①については，２名とも「あらかじめ

発達障害という特性に対して特別な配慮はしない」

との回答であった。これは，あらかじめ学校側か

ら，児童の特性に配慮してやめてほしいと伝えら

れた内容に対し，配慮をしないことを意味する。

つまり，可能な限り「発達障害のある児童」とし

てではなく,個別のＡ君，Ｂさんとして子どもたち

とかかわり,その可能性を伸ばそうとする配慮で

ある。 

 質問項目②については，インタビュー調査から

３点が得られた。第一に「ヒエラルキーへの配慮」， 

第二に，「教員の立場の尊重とワークショップとし

ての調整的配慮」，第三に，「ワークショップに参

加した教員の意見への配慮」である。 

考   察 
 本研究では児童・生徒と教師の関係について配

慮している要因を３点に整理した。学校で行う演

劇ワークショップは，教員とファシリテーターと

いう２つの異なるステイタスを持つおとなが，学

校という制約のある場の中でせめぎあいながら実

践している。両者のかかわり方は必ずしも安定し

ていない。不安定な関係のなかでつくられる調和

のプロセスが，ファシリテーターの複眼的な配慮

を生み出しているだろう。本研究の限界は，その

配慮の具体的なダイナミズムを分析することがで

きなかった点である。今後，ファシリテーターの

動的な配慮を検討するために，小学校で行う演劇

ワークショップにおけるファシリテーターの配慮

について時系列分析を行う必要があるだろう。 
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